
	がん医療の充実　（がん登録の充実）
	【自己評価】SA：計画以上に進んだ　A：おおむね計画どおり進んだ　B：計画どおり進んでいない
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	（１）がん登録の精度向上
○　院内がん登録を実施している医療機関数を増加させるとともに、大阪府がん登録資料の精度を向上します。
　ＤＣＯ％　（％　of　Death　Certificate　Only）
直近データ
（平成24年度時確定）
　（５年

以内）
目標値
（平成29年

度時確定）
２２％
１５％以下
（内容）
死亡情報のみによる登録患者の割合で、登録されたがんの診断精度を示す指標です。
死亡情報のみの場合は診断日や治療内容などがないため、生存率等の計測に含むことができない等、この指標が高い場合、登録の診断精度が低いのみならず、登録の完全性も低くなります。
　

ＩＭ比　　（Incidence/Mortality）

直近データ
（平成24年　度時確定）
（５年

以内）
目標値
（平成29年

　度時確定）
１．５８
１．７５以上
（内容）
り患数と死亡数の比（り患数／死亡数）
登録の完全性を示す指標です。ただし予後の悪い部位のがんでは１に近い値をとり、予後の良いがんでは大きな値をとります。
（２）がんの統計（り患率と生存率）の確定時期の短縮
○　がん登録の届出件数の増加に伴い、現在、り患率等の確定時期が、診断年から５年弱の期間を要しています。大阪府がん登録資料の積極的な活用に向けて、今後、り患率と生存率の確定時期の短縮を図ります。
（目標）　

り患数確定時期

⇒　当該診断年から４年以内

５年生存率報告時期

⇒　当該診断年から５年以内　

	○大阪府内医療機関に対する院内がん登録支援を実施

①がん登録実務者研修会を1回開催

②実務に関する質問対応

○大阪府がん登録病院連絡協議会の開催

平成28年2月　　参加医療機関 : 112病院

参加者数     : 163人
○がん登録の精度向上（地域がん登録）

・ＤＣＯ％　　18.3％ （2009件罹患）

15.3％ （2010年罹患）

8.7％ （2011年罹患）
7.9％ （2012年罹患）

・ＩＭ比
1.82（2009年罹患）　　1.91（2010年罹患）

2.24（2011年罹患）　　2.28（2012年罹患）

◆医療機関からの届出件数（参考値）

2012年　　　　　　　　　75,208件

2013年　　　　　　　　　82,949件

2014年　　　　　　　　　91,264件

2015年　　　　　　　　107,255件

○全国がん登録説明会の開催

　　　・平成27年10月~11月に4回開催
参加医療機関数(のべ)　  :361医療機関

内訳 がん診療拠点病院 : 83医療機関
一般病院　　　　　 :229医療機関

診療所　　　　　　 :　49医療機関
参加者数（のべ）　　　　 :511人
○がん登録等の推進に関する法律の施行に伴う対応
【参考資料13】
 　　・府民への周知活動

街頭ネオン広告を利用した啓発活動、がん診療拠点病院・ｲﾍﾞﾝﾄでのポスター掲示

平成28年1月分の広告内容

『平成28年1月から、全国がん登録が始まりました!詳しくは「サンキューバトン」で検索』

・法第6条第2項に基づく診療所の指定

（平成28年1月1日付　　152機関）

・がん対策推進委員会がん登録等部会を法18条第2

項に規定する審議会とした

・法律第24条第１項に規定する都道府県知事の権

限及び事務の委任先を地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪府立成人病センターに指定

  　 ・法第22条に基づく都道府県がん登録データベースの整　　　　　備
○がんの統計の確定時期の短縮（地域がん登録）

・提出期限を定め、2012年までの地域がん登録届出

・がん診療拠点病院は、2014年データの一括提出
・住基ネット活用による生存確認調査の効率化

平成27年度、住基ネット照会を2回実施

→対象　63,546人、生死不明割合　4.1％

→住基ネット照会後、住民票照会を2回実施し、

生死不明割合　1.3％　（2004年、2009年症例）
　　
・り患数確定時期

→当該診断年から4年2か月
（2009年罹患；暫定値）

→当該診断年から3年10か月
（2010年罹患；暫定値）
→当該診断年から4年1か月
（2011年診断）

→当該診断年から3年1か月
（2012年診断）
・5年生存率報告時期

　      →当該診断年から6年2か月

（2007年罹患者の生存率）

→当該診断年から5年10か月

（2008年罹患者の生存率）

→当該診断年から6年1か月

（2009年罹患者の生存率）
	○大阪府内医療機関に対する院内がん登録支援を実施
①がん登録実務者研修会を2回開催
②実務に関する質問対応

○大阪府がん登録病院連絡協議会の開催（2017年2月10日）
○がん登録の精度向上

・ＤＣＯ％

　　　　　　　　　7.9％（2012年罹患）
・ＩＭ比

2.28　（2012年罹患）

◆医療機関からの届出件数（参考値）

2016年　　　　　　　　　90,651件

（2013～2015年症例について収集）
○全国がん登録実務者研修会を６回開催
　がん登録実務者を対象に各医療圏で研修会を開催
①北河内医療圏（関西医科大学総合医療センター）
②泉州医療圏（市立岸和田市民病院）
③中河内医療圏（八尾市立病院）
④北河内医療圏（社会医療法人美杉会佐藤病院）
⑤全医療機関向け（大阪府立成人病センター）
⑥三島医療圏（大阪医科大学附属病院）
○がん登録等の推進に関する法律に関する対応
　　・府民への周知活動

　　　がん診療拠点病院等でのポスターの掲示
・法第６条第２項に基づく診療所の指定

（平成29年1月1日付　　24機関）

・全国がん登録（2016診断症例）件数調査
○がんの統計の確定時期の短縮（地域がん登録）
・提出期限を定め、2013年から2015年までの地域がん登録届出の収集を完了
・がん診療拠点病院は、2015年データの一括提出
・地域がん登録データの収集を平成28年9月30日をもって終了（遡り調査除く）

・住基ネット活用による生存確認調査の効率化

平成28年度、住基ネット照会を１回実施

→2005年症例（診断から10年）

対象42,795人、生死不明割合　3.3％
　　　→2010年症例（診断から５年）

対象57,936人、生死不明割合　8.7％）

　　　→２回目の住基ネット照会を今年度中に完了し住民票照会を実施予定

・り患数確定時期

→当該診断年から3年1か月
（最新：2012年診断）
・5年生存率報告時期

→当該診断年から6年1か月

（最新：2009年罹患者の生存率）
	○大阪府内医療機関に対する院内がん登録支援を実施
○大阪府がん登録病院連絡協議会の開催

○がん登録の精度向上

○全国がん登録実務者研修会の開催
　未開催の医療圏での開催を予定

○がん登録等の推進に関する法律関する対応
　・法第６条第２項に基づく診療所の指定
　・全国がん登録対象情報届出の受付開始

○がんの統計の確定時期の短縮（地域がん登録）
　・2013年から2015年データの確定作業を実施

・り患数確定時期

　　→2013-2015年データの確定を進める
・5年生存率報告時期

　　→2010年以降の生存率を報告する。
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第二期大阪府がん対策推進計画の取組み状況について
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